
第３９回色麻町民大運動会 

～重量運搬は我が町自慢の競技だっちゃ！～

色麻町は米どころ大崎地域にあり，転作作物の「えごま」は無農薬栽培をしており「え

ごま油」は人気の商品だ。 

去る９月１日，秋晴れのもと町民大運動会が色麻町屋外運動場で行われた。町を１２地

区に分け１７種目で競い合った。 

群を抜いて盛り上がったのは米の豊作と

農家男の力自慢を競い合う「重量運搬」とい

う競技だ。 

米俵にみたてた２０㎏の肥料袋を担ぎ，

その袋をバトン代わりに１チーム４人で１

００ｍずつのリレーを行う。重すぎて途中

落としてしまうハプニングもあったが，応

援席の声でふたたび担ぎ走る姿はとても頼もしい。 

数十年前までこの競技は，手作りの米俵を担ぎ

競ったが，近年は「長わら」の調達が難しく，米俵

を作れる人もいなくなった。 

町担当者は「機械化が進み米俵は完全に姿を消

した。我が町ではその風習を残し，農業が町の主

要産業であることを誇りに思い，この先もずっと

「重量運搬」の競技は続けたい」と話す。 

天気にも恵まれた運動会では，今年初めての競技となった「借人競争」や「大玉送りリ

レー」等の競技もあり，見る人も楽しい競技で大いに湧いた。 

【記事提供：色麻町農業委員会】 
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